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インド北部・写本調査ガイド

森　口　遥　平 *

本稿では，2022年夏にインド北部のウッ

タルプラデーシュ州の 2都市で実施した写

本調査について報告する．報告者の研究テー

マはスーフィズム（イスラームの神秘主義）

であり，目下のところ，17世紀ムガル帝国

で活躍したチシュティー教団サービリー派

スーフィー（スーフィーは，イスラーム神秘

主義に基づいて修行や思弁をおこなう人のこ

と），ムヒッブラー・イラーハーバーディー

（Muḥibb Allāh Allāhābādī（Ilāhābādī））

（1648年歿）の思想を研究している．同思想

家は多作で知られたが，その著作のほとんど

は出版されておらず，21世紀になって今な

お，手書きで記された写本がインド各地の図

書館などに所蔵されている状態である．その

ため，彼の思想を研究するためには，通常の

思想研究（西洋哲学など）と異なり，まず手

始めに，テキストそのものをインドで収集す

る必要がある．本報告が，今後インドでの写

本調査を計画している学生や研究者のお役に

立てば光栄である．なお，記載された情報

は，全て 2022年夏時点のものである．

①アリーガル（Aligarh）

報告者が最初に訪れたのは，首都デリーか

ら電車で 2，3時間ほどの小都市アリーガル

である．この地には，アリーガル・ムスリム

大学という総合大学があり，イスラーム関連
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の文献を数多く所蔵するモーラーナー・アー

ザード図書館（Maulana Azad Library）が併

設されている．この図書館には写本を専門に

扱う部署Manuscript Divisionがあり，報告

者はこの場所で人生初の写本調査をおこなっ

た．ここからは，報告者が訪問した初日から

写本のデータを入手した最終日までの経緯を

時系列で記していこう．

まずは，図書館 1階の事務室で利用者登

録をおこなう．京都大学からの紹介状を提出

して，申請書を記入したうえで，別室の係員

に申請書と顔写真を渡す．こうして 2週間

有効の来訪者カードを受け取る．今後は毎日

の入館時に，このカードを入口の受付職員に

見せるとともに，中央閲覧室の受付でもう 1

回見せて，来訪者台帳に名前を記載すること

になる．なお，図書館内では英語はつうじる

ものの，ヒンディー語やウルドゥー語での会

話だと対応がスムーズになる．

次に，2階の写本閲覧室に入室する．入口

はいってすぐのところに大きな机があり，そ

こで写本を閲覧することになる．いわゆる誕

生日席に同部署の責任者が座っているため，

「これから 2週間，写本調査します．日本か

ら来た森口です」と挨拶する．この部署内で

は，アラビア語とペルシャ語もつうじる．な

お，初来訪時には簡単なものでよいので，必

ず日本から手土産を持参して渡すようにした

い．このことで，今後の利用時にさまざまな

便宜を図ってくれることがある（もちろん，

図ってくれないこともある．報告者は扇子を

持参した）．

責任者から「写本の写真は，決して撮らな

いでほしい」と厳重な注意を受けたうえで，

いよいよ写本の調査を開始するわけだが，イ

ンドに滞在したことがある方は，現地で

「〇〇禁止」と言われても，実際は周りの人

が平然とおこなってたり，行為中に咎められ

てもゴネたら見過ごしてもらえたり，という

経験があると思う．ただし，この部署内で

は，指示に従い，撮影は慎んでほしい．たし

かに写本のコピー代は高価なのだが，もしあ

なたが勝手に写真を撮っていたことがバレた

場合，今後の来訪者の写本閲覧が制限される

恐れがある．「旅の恥は搔き捨て」とはいか

ず，自分よりあとに訪れる研究者のことを常

に考慮する必要がある．

壁際にアラビア語資料とペルシア語資料の

カタログがおいてあるが，前述の責任者曰

く，カタログには記載されていない資料もあ

写真 1　 アリーガル・ムスリム大学のモーラー
ナー・アーザード図書館
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るとのことだったので，全ての資料情報が

個々に記載されたカード目録をアラビア文字

順に手繰っていく．そして，いよいよ目当て

の資料を見つけたら，閲覧室まで持ってきて

もらうように依頼する．この依頼は必ず紙で

おこなうのだが，閲覧室には特に所定の様式

の依頼書はないため，報告者は 100円均一

ショップで買っていったメモ帳に書いてはち

ぎって，提出していた（失礼ではなかったと

信じたい）．

しばらくすると係員が写本を持ってきてく

ださるのだが，それを受け取って一安心，と

いうわけにはいかない．というのも，カード

記載の書誌番号と実際の資料に付された番号

に食い違いがあり，別の写本がやってくるこ

とがあるためだ．また，ごく稀にだが，係員

が取り出す写本を間違えることもある．とい

うわけで，まずは手元に来た写本が本当に目

当ての写本なのかを確認する．

そして，正しい写本ならば，そのなかのど

こからどこまでのコピーを取りたいかをメモ

する．その際に，ひとつの著作がひとつの冊

子になっているなら問題ないが，複数の著作

がひとつの冊子にまとめられているケースが

多々あるので注意が必要である．自分が入手

したい写本は何葉から何葉かをしっかり確認

しなければならない（「葉」は写本における

専門用語で，紙 1枚の表裏で 1葉．ページ

換算だと 2ページ分．申請用紙に記入する

数字が，「葉（フォリオ）」か「頁（ページ）」

かは要注意）．

以上の過程を繰り返して，自分が取りたい

写本とコピー箇所のリストをつくる．私自身

は 2週間の滞在で，18点の写本を確認した．

そして，リストが完成したら，いよいよコ

ピーの申請をおこなう．アリーガル・ムスリ

ム大学の場合，紙でのコピーは対応しておら

ず，全てデジタルコピー，つまり，写本のデ

ジタルデータを渡してもらう形式となって

いる．

この申請も紙でおこなうのだが，やはり申

請書は存在しないため，報告者はルーズリー

フに書いて，提出していた（失礼ではなかっ

たと信じたい）．ちなみに書く内容は，「Dear

図書館長．写本 No. xxの何葉から何葉まで

複写してください．（取りたい写本分繰り返

す）自分の名前・所属」だったと記憶して

いる．

さて，この申請書を書いたら，あとはつつ

がなくデータが手元にやってくる…なんてこ

とはない．データ入手までには相当の手順が

存在する（おそらく雇用と職務を設けるため

に，あえて段階を増やしていると思われる）．

そのため，必ず時間に余裕をもって，対応を

依頼する必要がある．

まず，申請書を私が 1階事務室に持って

いく．事務員が内容を確認したのち，図書館

長に回す．図書館長が押印して，事務室に

戻ってくる．私がそれを受け取って，別室の

経理窓口に提出して，所定金額を払う（イン

ド人は 1葉 10ルピー，外国人は 1葉 1 US

ドル．約 8倍！）．もらった領収書を写本閲

覧室にいる責任者に渡す．ここまでが前半で

ある．

後半は，まず責任者がコピー係に指示を出

し，彼らが手分けして写本をスキャンする．
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そして，コピー係から責任者に終了報告がな

される．その後，責任者から声がかかるの

で，USBなどのデジタルデバイスを責任者

に渡す．USBがデータ係に手渡されて，デー

タが移される．データ係は責任者に USBを

渡す．責任者は私に USBを渡す．終了．た

しかに長いが，その分やり遂げた達成感が

ある．

こうして，アリーガルで無事に写本データ

を取り終えた報告者は次の街に向かった．な

お，今回は利用しなかったが，アリーガル・

ムスリム大学の歴史学科図書室にも多くの文

献コレクションが所蔵されている．機会があ

れば，今後ぜひ訪れたい．

②アッラーハーバード／プラヤーグラージ

（Allahabad/Prayagraj）

次に報告者が赴いたのが，ウッタルプラ

デーシュ州の州都アッラーハーバードであ

る．州都だけあって，インドの各都市から国

内便のフライトが存在するが，空港と都市中

心部は車で 40～ 50分ほどの距離がある．

なお，報告者の研究対象のイスラーム神秘思

想家が生まれた都市であり，その名は彼の名

前の由来にもなっているのだが（アッラー

ハーバードはイラーハーバードとも呼ばれて

おり，イラーハーバーディーとは「イラー

ハーバードの出身者」の意），同地のヒン

ドゥー教的伝統を尊重するとの理由で，

2018年に「プラヤーグラージ」へと都市名

が変更されている．この街では，イラーハー

バーディーの子孫が今も運営するスーフィー

修道場（ハーンカーという）で写本収集をお

こなった．

まず，初めて訪問した日は，道場主に挨拶

をした．当然その際に手土産を渡すことを忘

れない．日本からの研究者が来たのは初め

て，とのことで喜んでくださった．続いて，

イラーハーバーディーのお墓にお参りする．

道場から少し離れた街の一角にあったが，今

でもそのまえで祈ってる人々がいた．その

後，道場の事務室に保管されている各写本

を，子孫の方のお立会いのもと，確認する．

ここでの調査はいたってシンプルで，写本の

必要な箇所をひたすらデジタルカメラで撮影

していった（無料！）．もちろん，撮影の合

間には，報告者の世話をしてくださった子孫

の方が同年代であったこともあり，いっしょ

写真 2　イラーハーバーディーの墓廟
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にチャイや噛みたばこ（タバコの葉と石灰の

混合物を口に入れて，ガムのように噛む）を

味わいつつ，スーフィズムについてはもちろ

ん，お互いの家族の話などをした．一度は道

場の近くに住む，ヒンドゥー教の司祭の家に

遊びに行ったこともある．宗教の違いはある

けど，仲の良い友達とのことだった．

さて，実は報告者には調査をするまで，心

配していたことがあった．それは「外国から

いきなりやってきて，ただ写本の写真を撮っ

て，さっさと帰っていく」みたいな感じには

したくない，ということだ．やはり相手の生

活空間に立ち入り，大切にしているご先祖様

の形見に触れるわけなので，最大限の尊重と

感謝の意をもって接する必要があるし，私か

らも何かを提供したいと思っていた．今回の

滞在中にともに語り，食事し，時々はバイク

で街を走り回ったことが，相手にとっても楽

しい思い出になったことを願ってやまない．

もちろん，子孫の方とは今でも SNSでやり

取りを続けている（今この原稿を書いている

ときも，ビデオ通話がかかってきた）．

現地にいる間に収集した写本を読んでいる

と，日本にいながら，現在のインドはもちろ

ん，写本がつくられた当時とも自分がつな

がっているように感じる．この感覚を楽しみ

ながら，難解な思想書を今後も読み解いてい

きたい．

フィールドを決める

―私，この町が好きです―

岩　井　華　代 *

「いい町がみつかるといいね」

これは，宮崎駿監督作品『魔女の宅急便』

において，旅立つ娘に対し，父親が言った言

葉だ．魔女の子は 13歳になると，一人前の

魔女になるために，1年間の修行に出なけれ

ばならない．13歳になった主人公のキキは，

黒猫のジジと連れだって満月の夜に故郷を発

つ（『魔女の宅急便』より）．

2023年 1月 16日．フィールドワークを

目的としたはじめての海外渡航に臨む．行き

の機内での，なんとも言えない憂鬱さの理由

は明らかだった．何かしらの「結果」をもっ

て帰国しなければならないのだ，という重圧

が重くのしかかっていた．

2ヵ月間のフィールドワーク中，私はこの
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